
第３回リニア駅周辺整備検討会議 次第 
 

平成 27 年 12 月 22 日（火）9 時 00 分～ 

     飯田市役所 第２委員会室 

 

１ 開 会  

 

２ あいさつ    

 

３ 報告事項 

  (1) 第２回リニア駅周辺整備検討会議の報告     〔資料 １〕 

 

    (2) 各部会の経過について                     〔資料  ２〕 

 

 

４ 協議事項 

(1) 魅力発信部会の検討内容について              〔資料 ３〕 

 

(2) 駅周辺整備の整備範囲について                〔資料 ４〕 

(トランジットハブ・道路ネットワーク部会) 

 

 

 

５ 閉 会 



委　員

区　　分 氏　　名 役　　職

〔会長〕 小澤　一郎 （公財）都市づくりパブリックデザインセンター理事長

学識経験者 瀬田　史彦 東京大学大学院工学系研究科都市工学専攻准教授

大西　達也 （一財）日本経済研究所調査局長兼地域未来研究センター副局長

北原　三三 座光寺地域自治会長

岡田　忠義 上郷地域まちづくり委員会副会長

小平　茂樹 上郷北条まちづくり委員会長

柴田　忠昭 飯田商工会議所会頭

矢澤　輝海 みなみ信州農業協同組合長

飯田観光協会長

信南交通㈱代表取締役社長（公共交通関係機関）

鈴木　佳史 長野県タクシー協会下伊那支部長（公共交通関係機関）

安藤　嘉夫 長野県建設部リニア整備推進局長

松田　光弘 長野県下伊那地方事務所副所長（代理出席）

水間　武樹 長野県飯田建設事務所長

廣瀬　一男 上伊那広域連合事務局長

塚平　　裕 南信州広域連合事務局次長（代理出席）

行政機関(飯田市)〔副会長〕 佐藤　　健 飯田市副市長

部　会

トランジットハブ・
道路ネットワーク部会長

鈴木　弘司 国立大学法人名古屋工業大学都市社会工学科准教授

魅力発信部会長 中島　一夫 飯田観光協会長

オブザーバー

事業主体 太田垣　宏司 東海旅客鉄道（株）中央新幹線推進本部中央新幹線建設部名古屋建設部担当課長

飯田市関係部長

今村　和男 総合政策部長

竹前　雅夫 市民協働環境部長

髙田　　修 産業経済部長

井坪　憲俊 建設部長

木下　悦夫 リニア推進部長

今井　清隆 建設部参事兼リニア推進部参事
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第２回リニア駅周辺整備検討会議の報告 

日時：平成 27 年 11 月 24 日 9:00～ 

場所：飯田市役所 第 2 委員会室 

 

１ 会議内容 

 (1) 第１回検討会議の内容について 

 (2) 検討会議の基本的な考え方について 

 (3) テーマ別部会の進め方について 

 (4) 平成 27 年度のテーマ別部会で配慮すべき事項について 

 (5) 部会の委員構成（案）について 

 (6) 「整備予定区域」における地形的条件について 

 (7) 交通事業者へのヒアリングについて 

 (8) 他地域の参考事例について 

 

２ 主な意見の概要 

全体事項 

 ・人口規模、利用者数、天候、地形、周辺地域（中心街か郊外か）などの制約条件

を加味し、駅周辺整備を行う必要がある。 

 

会議等の運営方法 

 ・「伊那谷自治体会議」で「当検討会議」からの報告を受けて議論をしたいので、

２つの会議を同様の頻度で開催する必要がある。 

・長野県全体、伊那谷、飯田下伊那と３つのエリアがあるので、部会において検討

する視点（範囲）を絞ってほしい。 

 ・すべての部会を年度内には立ち上げてほしい。 

 ・専門的な議論の後に、市民等からの幅広い意見を取り入れるプロセスとしたほう

がよい。 

 

トランジットハブ・道路ネットワーク部会 

・他地域の事例（想定利用者数と実際利用者数、駐車場数、利用者の構成割合等）

を提示してほしい。 

・雨、雪、風などの天候に左右されず、リニア駅で乗換ができるようにしてほしい

（物理的な「シームレス化」）。 

・リニアに乗ること自体が楽しいと思うので、リニア駅を降りた時に、二次交通が

これまでのものと大きく異なり、楽しめるものとしてほしい（楽しみの「シーム

レス化」）。 

・駐車場を整備するにあたっては、高低差を利用してほしい。 

資料 １ 

（裏面に続く） 



魅力発信部会 

・「道の駅」を公設民営でつくってほしい。 

・整備主体や運営主体を議論するにあたって、専門的な判断が必要になる。 

 

交流人口拡大部会 

・ＭＩＣＥを検討して頂けるのはありがたい。 

 

他地域の事例等 

・整備主体や運営主体を検討する際、国にも様々な交付金等の制度があるので、情

報を収集したほうがよい。 

・東海道新幹線熱海駅、山陽新幹線新神戸駅などは地形上制約があるので、参考に

なると思う。 

・駅周辺にどう民間投資がされ、どう変わったかを情報収集するのもよい。 

・完成した形だけでなく、プロセスも参考にしたほうがよい。 



 

各部会の経過について 
 

 

１ トランジットハブ・道路ネットワーク部会 
（１）部会 

①12 月 08 日(火)   第 1 回トランジットハブ・道路ネットワーク部会 

・ 部会長選出 … 鈴木弘司 名古屋工業大学准教授 

・ 確認事項   … 進め方、前提条件 

・ 協議事項   … 各施設の配置について、配慮事項からの計画 

 

②12 月 17 日(木)  第２回トランジットハブ・道路ネットワーク部会 

・ 第 1 回の報告 

・ 協議事項   … 各施設の配置について、配慮事項からの計画 

 

（２）作業部会 

①11 月 30 日(月) 第 1 回作業部会 

① 導入機能の整理と配置 

② コンコースの事例 

③ 駅前広場等の配置例 

②12 月 02 日(水)  第２回作業部会 

① 導入機能の整理と配置 

 

 

(作業部会準備会) 

 

・ 10 月 07 日(水) … 道路計画、道路配置の検討 

・ 10 月 20 日(火) … 道路計画、道路配置の検討 

・ 10 月 23 日(金) … 道路計画、全体計画の検討 

・ 10 月 26 日(月) … 道路計画、道路配置の検討 

・ 11 月 16 日(月) … 道路計画、道路配置の検討 

 

 

 

 

２ 魅力発信部会 
（１）12 月 18 日(金) 第１回魅力発信部会 

・ 部会長選出 … 中島一夫 飯田観光協会 会長 

・ 確認事項   … リニア駅周辺整備基本構想における魅力発信施設の位置付け 

リニア駅周辺整備検討会議及び魅力発信部会の役割 

・ 協議事項   … トランジットハブ・道路ネットワーク部会での検討状況 

 魅力発信施設機能について意見交換 
 

資料  ２ 



第１回魅力発信部会の内容（要旨） 

 

１ 説明報告内容 

（１）「リニア駅周辺整備基本構想」における魅力発信施設の位置づけの確認 

  ①以下の上位関連計画を踏まえて「リニア駅周辺整備基本構想」を策定していることを確認 

・長野県 ：リニア活用基本構想 

・伊那谷 ：リニアバレー構想（骨子） 

・飯伊地域：リニア将来ビジョン 

・飯田市 ：飯田市基本構想後期基本計画、リニア推進ロードマップ、土地利用基本方針等 

②「魅力発信施設」が、「リニア駅周辺整備基本構想」の基本方針１の取り組みとして位置づけら

れていること、及びその内容について説明 

（２）トランジットハブ・道路ネットワーク部会の検討状況についての報告 

  ①「リニア駅周辺整備基本構想」における駅周辺整備のイメージについて説明 

    ・北側は広域交通機能を中心に位置づけ 

・南側は地域公共交通を中心に位置づけ 

  ②リニア駅周辺整備を検討するエリア（整備予定区域）の確認 

③地形的条件と技術的条件（コントロールポイントの説明） 

  ・北から南、西から東へかけて、最高 15ｍ程度の標高差 

  ・国道 153 号及び座光寺上郷道路の整備予定 

  ・信号間距離、直角交差等の技術的条件 

④以上①～③等を踏まえ、エリア的に制限を受ける中での計画とならざるを得ないことの説明 

 

２ 主な意見 

・観光（広域観光）に関しては、様々な情報を一元的に把握できるような、わかりやすくかつワン

ストップで案内できる機能が必要。 

・魅力を体感できるイベント広場的な機能が必要。銀座 NAGANO のように施設を効率的に利用し、イ

ベントもできる発信力のある機能を備えるべき。 

 ・整備予定区域では地形的・技術的制約条件の影響を受けることも踏まえる中で、魅力発信施設に

期待される多様な機能を実現できるような検討が必要。 

 ・駅にとって重要な機能である交通広場以外の面積が、どの程度確保されるかは現時点では不明で

はあるが、他の部会の検討状況を踏まえつつ検討していくのが良い。 

・インターネットでは得ることのできない、触れたり、食べたりといった体験を伴う現地ならでは

のガイダンス機能の視点も必要。 

 ・地元の良さを外の人に理解してもらうには、ソフト的な取り組みとして、パンフや映像音声案内

のみでなく、人を介在させるコンシェルジェ機能も必要であり、体験を通じた地域住民とのふれ

あいにつながるようなしくみづくりが大切。 

 ・インバウンドへの取り組みに関しても十分な対応が必要。 

 ・二つのアルプスを資源として活用すべき。 

・空港のラウンジのような、ゆったりとした空間があってもよい。 

・農業に関しては、道の駅のような機能との連動とともに、農産物をイベント的に販売するような

イベントスペースがあっても良い。 

 ・二地域居住や定住・移住、就農に関しての案内や相談機能があると良い。 

・起業したい人へのヒントとなるような機能も駅の近くにあると良い。 

・発信ばかりではなく、来訪者から受信する双方向の機能があると良い。 

・この地域の産業をＰＲできる施設があると良い。 

 ・商業に関しては、幅広くこの地域（上伊那、下伊那、木曽）を発信できることを考えてほしい。 

資料３ 























































 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

整備対象区域（案） 

駅周辺整備を検討するエリア（リニア駅部の面積を除く約 7.8ha） 

約 3.8ha 

約 2.7ha 

整備区域（案）（リニア駅部の面積を除く約 6.5ha） 

土地利用計画におけ

る重点協議区域 

約 1.3ha 
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